
2023 年 7 月 3 日 

「医療経済学会 第 18 回研究大会」のご案内（第二報） 

日時：2023 年 9 月 2 日（土）9:00～18:00（8:30 より受付開始） 
会場：千葉大学  西千葉キャンパス けやき会館

メイン会場 ： けやき会館大ホール（1 階）

A 会場 ： レセプションホール（3 階） 
B 会場 ： 会議室（4）（3 階） 
C 会場 ： 中会議室 （3 階） 
D 会場 ： 会議室（2）（2 階） 
E 会場 ： 会議室（3）（2 階） 

■ 第 18 回研究大会 9:00～16:40 
（千葉大学予防医学センター共催）

◇ 一般演題（30 演題） 9:00～11:40、15:10～16:40
会場： A・B・C・D・E 会場 （現地での発表のみ）

◇ 若手育成セミナー（5 演題） 9:00～11:40
会場：E 会場 （現地での発表のみ）

◇ 研究大会長挨拶 12:40～12:50
◇ 基調講演・シンポジウム 12:50～14:50

会場：メイン会場 （オンライン配信あり）

テーマ：「健康格差にどう立ち向かうか？ ～産官学民による重層的な対策を考える～」

 全体進行 近藤 克則（千葉大学 予防医学センター教授）

パネル・ディスカッション

 パネリスト 小和田 みどり氏（ライオン株式会社 サステナビリティ推進部） 
 パネリスト 近藤 尚己氏（京都大学大学院医学研究科社会疫学分野 教授）

 パネリスト 竹林 正樹氏（青森大学社会学部 客員教授）

 パネリスト 要藤 正任氏（京都大学経営管理大学院 特定教授）

■ AMED研究成果報告シンポジウム 15:10～17:10
会場：メイン会場 （オンライン配信あり）

テーマ：「SDGs を意識した予防・健康づくりの多面的経済性評価の手法開
発」ファシリテーター：  橋本 英樹（東京大学医学系研究科 教授）

■ 医療経済学会総会 17:30～18:00
会場：メイン会場 （現地での参加のみ、学会員のみ参加）
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1. 受付

2023 年 9 月 2 日（土）8:30 開始 千葉大学 西千葉キャンパス けやき会館 1 階

※一般演題等のスライド（PPT、PDF）は 直接各会場へご持参ください。

※参加申込は事前のみで、当日申込はございません。

2. 参加申込および参加費支払い

※開催当日の会場での参加費のお支払いは受付できません

受付期間：7 月下旬～8 月 21 日（月）

参加申込：学会 HP 掲載（7 月下旬掲載予定）の「申込フォーム」に必要事項をご記入の

上、送信ください。

参加費 ：下記口座へ 8 月 24 日（木）までに参加費をお振込みください（振込手数料は

ご負担下さい）。

※参加費の払い戻しはいたしかねますので、ご了承ください。

【参加費】（事前振込のみ）

普通会員：5,000 円 
学生会員：無料

非会員 ：10,000 円 

3. 会場内での留意点

① キャンパス内は全面禁煙となっております。

② 水分補給は蓋のついた容器をご利用ください。

③ 会場内では携帯電話の電源をオフまたはマナーモードにしてください。

④ 当日は研究大会の会場以外への立ち入りはお控え下さい。

4. 駐車場について

公共交通機関のご利用をお願いします。

5. 昼食について

昼食は、キャンパス周辺のレストラン・コンビニなどをご利用ください。また、所定の場所

以外での食事はお控えください。

6. お問い合わせ先

医療経済学会事務局 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-21-19 東急虎ノ門ビル 3F
TEL：03-3506-8529  FAX 03-3506-8528
E-mail：conference@ihep.jp URL：https://www.ihep.jp
担当：川野、松田

銀 行 名：みずほ銀行 

支 店 名：新橋支店 

口座：普通預金 2418647 

口座名称：医療経済学会 研究大会 

mailto:conference@ihep.jp
https://www.ihep.jp/
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会場へのアクセス

 各交通機関等によるアクセス方法につきましては、「千葉大学 西千葉キャンパス

交通アクセス」で検索ください

（https://www.chiba-u.ac.jp/others/topics/events/keyaki/files/keyaki_map.pdf）
（最寄り駅）

JR 西千葉駅（北口）南門を経由し徒歩 7 分 
京成電鉄みどり台駅正門を経由し徒歩 7 分 

※開始時刻前後は混み合うことが予想されますので当日会場へは多少余裕を持ってお越し下さい。

https://www.chiba-u.ac.jp/others/topics/events/keyaki/files/keyaki_map.pdf
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AMED研究成果報告シンポジウム（15:10～17:10）のご案内 

2023 年度 AMED 予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事業 
ヘルスケア社会実装基盤整備事業

研究開発課題名： SDGs を意識した予防・健康づくりの多面的経済評価の手法開発 
中間成果報告シンポジウムの開催

研究開発代表：橋本英樹（東京大学医学系研究科）

2023 年度医療経済学会会長 

医療サービスの安定的提供を支える意思決定のために、費用対効果分析による効率性評

価が制度導入されてきた。近年、健康格差拡大の懸念、持続可能性をめぐる議論の活発化を

受け、効率性以外にも衡平性・予算影響・労働生産性影響などさまざまな価値軸に沿った医

療技術評価の在り方が求められている。特に健康寿命延伸を目指す予防・健康づくりサービ

スの評価では、多面的評価軸による検討は不可欠かつ克服されるべき課題となっている。本

研究事業では、これらの社会的要請に応えるべく、医療経済学会の関連研究者を動員し、

SDGs の価値意識に沿ったサービス評価の新体系を提案することを目指している。その中間

成果について報告し、学術的議論に留めず、フロアからの広い意見を求める機会としたい。 

日時： 2023 年 9 月 2 日 15 時 10 分 ～ 17 時 10 分  

場所： 千葉大学 西千葉キャンパス けやき会館 1 階メイン会場 

15：10－15：15（5 分） 
代表趣旨説明： AMED 研究事業の背景と概要 橋本英樹（東京大学） 

15：15－15：35（20 分）  
多面的な医療健康サービスの評価（問題提起報告） 五十嵐中（横浜市立大学）

15：35－15：50（15 分） 
衡平性と効率性をどう同時評価するか；DCEA の現状 中村良太（一橋大学） 

15：50－16：05（15 分） 
健康予防サービスの費用対効果評価 康永秀生（東京大学）

16：05－16：20（15 分） 
介護予防サービスの費用対効果評価 近藤克則（千葉大学）

16：20－16：35（15 分） 
数理シミュレーションによる労働生産・予算影響の検討 橋本英樹（東京大学）

16：35－16：45（10 分） 
追加発言

野口晴子（早稲田大学） 井深陽子（慶応義塾大学） 飯塚敏晃（東京大学）

16：45－16：50（5 分） 
医療健康サービスの多面的評価 経産省ヘルスケア産業課

質疑応答  まとめ・閉会挨拶 （17:10 終了予定） 
以上


